
�
�

�
�

春
の
お
祭
り
で
は
一
年
の
食
物
が
豊
作
で
あ
る
事
を
祈
願
致

し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
田
植
え
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
▼
新

緑
は
眩
し
く
心
地
よ
い
風
も
頬
を
打
つ
中
、
田
植
え
の
準
備
に

お
忙
し
そ
う
な
ご
夫
婦
を
横
目
に
神
社
へ
向
か
っ
て
い
る
と
学

生
時
代
〈
健
康
栄
養
学
〉
で
学
ん
だ
�
お
米
と
神
様
の
話
�
を

思
い
出
し
ま
し
た
▼
お
米
は
天
照
大
御
神
様
が

｢

こ
の
日
本
の

国
が
い
つ
ま
で
も
平
和
で
豊
か
な
国
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
稲

穂
を
育
て
お
米
を
作
り
人
々
の
食
べ
物
に
し
な
さ
い
。｣

と
お

授
け
下
さ
っ
た
も
の
で
、
日
本
人
は
古
来
か
ら
そ
の
稲
穂
を
大

切
に
守
り
育
て
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
瑞
々
し
い
稲
穂
が
沢

山
の
お
米
を
つ
け
、
穂
を
垂
ら
す
姿
を
見
て
、
私
達
の
祖
先
は

日
本
の
事
を

｢

瑞
穂
の
国｣

と
も
呼
び
ま
し
た
▼
現
在
、
私
達

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
一
日
三
食
の
食
事
を
摂
り
ま
す
。
美
味

し
い
食
事
を
口
に
し
た
時
は
穏
か
な
気
持
ち
に
な
り
心
も
満
た

さ
れ
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
で
は
、
こ
の
幸
福
感
は
一
体

ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
▼
私
達
は
食
品
の

味
を
歯
応
え
、
舌
触
り
、
良
い
香
り
、
綺
麗
な
色
等
五
感
に
て

堪
能
し
ま
す
。
ま
た
、
食
物
を
沢
山
噛
む
事
が
脳
に
良
い
刺
激

を
与
え
、
知
能
を
育
み
健
康
を
増
進
さ
せ
る
事
が
科
学
的
に
も

判
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
美
味
し
さ
は
解
っ

て
も
幸
せ
は
測
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
古
よ
り
日
本
人
が
受
け
継

ぎ
守
っ
て
き
た
�
食
物
は
神
様
か
ら
の
贈
り
物
で
、
そ
れ
を
手

間
隙
か
け
て
丹
精
に
作
り
、
神
の
恵
と
し
て
、
ま
た
作
っ
て
く

れ
た
人
の
苦
労
に
感
謝
し
、
喜
び
を
噛
み
締
め
る
�
と
い
う
想

い
が
幸
せ
と
い
う
味
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

寒
川
神
社
で
も
毎
年
十
一
月
に
新
嘗
祭
と
い
う
お
祭
が
斎
行
さ

れ
、
そ
の
年
に
作
ら
れ
た
稲
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
神
様
に

感
謝
致
し
ま
す
▼
現
代
は
飽
食
の
時
代
と
呼
ば
れ
、
い
つ
で
も

簡
単
に
空
腹
を
満
た
す
事
が
で
き
、
好
き
嫌
い
の
激
し
い
子
供

達
も
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
昨
年
三
月
に
東
日
本
を
襲
っ

た
大
地
震
直
後
、
被
災
地
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
直

ち
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
関
東
地
方
も

流
通
が
止
ま
り
品
不
足
に
陥
り
ま
し
た
▼
食
べ
物
を
大
切
に
す

る
、
勿
体
な
い
と
い
う
言
葉
を
再
認
識
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

も
う
一
度
お
米
を
中
心
と
し
た
日
本
人
の
食
に
対
す
る
感
謝
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

(

谷
澤

紗
也
佳)
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当
神
社
宮
司
利
根
康
教
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
神
社

本
庁
よ
り
階
位
浄
階
神
職
身
分
一
級
が
贈
ら
れ
、

そ
の
昇
進
昇
級
を
祝
う
祝
賀
会
が
、
去
る
四
月

二
十
八
日
に
参
集
殿
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
多
田
一
馬
名
誉
宮
司
様
を
始
め
、

木
村
俊
雄
寒
川
町
長
様
、
飯
田
誠
県
議
会
議
員

様
、
伊
藤
留
治
顧
問
様
よ
り
祝
辞
を
賜
わ
り
、

記
念
品
、
花
束
が
ご
夫
婦
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

清
興
で
は
、
和
太
鼓

｢

う
る
き｣

の
迫
力
あ

る
演
奏
で
昇
級
を
祝
福
、
祝
宴
で
は
ク
リ
ー
ム

パ
フ
の
穏
や
か
な
ム
ー
ド
の
生
演
奏
が
流
れ
、

終
始
笑
顔
が
絶
え
る
事
の
無
い
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
盛
会
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。▲和太鼓 ｢うるき｣ 演奏 ▲花束贈呈
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当
神
社
責
任
役
員
・
顧
問
・

参
与
・
各
種
委
員
及
び
町
内
の

総
代
の
方
々
を
対
象
に
し
、
神

社
運
営
へ
の
理
解
と
相
互
親
睦

を
目
的
と
し
た
神
社
視
察
研
修

旅
行
が
、
五
月
十
二
日
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

に
鎮
座
す
る
、
武
蔵
國
一
之
宮

氷
川
神
社
を
正
式
参
拝
し
、
由

緒
沿
革
等
の
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。

神
社
本
庁
で
は
設
立
記
念
日
に
あ
た
る
二
月
三
日
、
本
年
度
の
被

表
彰
者
を
発
表
し
、
当
神
社
禰
宜
白
岩
修
治
氏
、
兼
務
神
社
で
あ
る

菅
谷
神
社
責
任
役
員
深
瀬
正
美
氏
の
両
氏
が
定
例
表
彰
を
受
彰
さ
れ
、

去
る
五
月
二
十
三
日
、
明
治
記
念
館
に
て
表
彰
式
が
催
さ
れ
表
彰
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

御
神
威
の
更
な
る
発
揚
の
た
め
、
益
々
の
御
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

白岩 修治 氏

深瀬 正美 氏

千
数
百
年
の
歴
史
を
有
し
、

神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
府
祭

が
、
端
午
の
節
句
の
日
で
あ
る

五
月
五
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
社
頭
を
発
輿
し

た
神
輿
は
途
中
在
庁
迎
神
使
の

出
迎
え
を
う
け
、
新
緑
も
清
々

し
い
神
揃
山
に
着
御
、
神
揃
山

祭
を
執
行
し
、
国
家
安
泰
・
五

穀
豊
穣
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

正
午
に
は
古
式
豊
か
な

｢

座

0
1
�
2
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問
答｣

が
執
り
行

わ
れ
、
一
之
宮
寒

川
神
社
と
二
之
宮

川
勾
神
社
の
社
人

が

｢

神
座｣

を
意

味
す
る
虎
の
皮
を

三
度
敷
き
合
い
一

之
宮
を
主
張
、
三

之
宮
比
々
多
神
社

の

｢

い
ず
れ
明
年

ま
で｣

の
仲
裁
に

よ
り
、
無
事
来
年

ま
で
持
ち
越
さ
れ

る
と
、
斎
場
を
埋

め
尽
く
し
た
観
衆

よ
り
大
き
な
拍
手
が
拂
き
上
が

り
ま
し
た
。

午
後
に
は
大
矢
場
に
神
輿
が

移
り
、
総
社
六
所
神
社
と
の

｢

神
対
面
の
儀｣

、
大
磯
町
長
に

よ
る

｢

国
司
奉
幣
の
儀｣

が
行

わ
れ
、
神
輿
は
無
事
還
幸
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。

� 古式座問答

� 神揃山祭

� 神対面の儀 � 国司奉幣の儀
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り

ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
	


�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

五
万
円

西
島

潔

東
京
都
港
区

二
万
円

島
崎

澄
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

大
沢

晃

座
間
市
相
模
が
丘

一
万
円

和
田
由
利
子

相
模
原
市
南
区

〃

末
木

昭
暢

横
浜
市
栄
区

〃

田
中

洋
子

大
分
県
大
分
市

〃

㈲
石
川
硝
子
店

千
葉
県
市
川
市

〃

醍

醐

堂

相
模
原
市
南
区

〃

尾
�

久

東
京
都
日
野
市

〃

廣
田

昭
正

厚
木
市
戸
室

〃

渡
辺

達
夫

千
葉
県
船
橋
市

〃

林

松
四
郎

千
葉
県
市
川
市

〃

渋
谷
シ
ズ
子

相
模
原
市
中
央
区

〃

五
十
嵐

裕

宮
城
県
仙
台
市

〃

和
田

三
幸

相
模
原
市
南
区

〃

倉
嶋

明
彦

東
京
都
足
立
区

〃

橋
本

優
子

相
模
原
市
南
区

〃

阿
久
津
洋
子

横
浜
市
鶴
見
区

〃

徳
田
成
一
郎

東
京
都
北
区

〃

成
瀬

新
吾

鎌
倉
市
手
広

〃

中
山

督
三

東
京
都
板
橋
区

〃

成
田

道
紀

横
浜
市
鶴
見
区

〃

村
社
富
貴
子

東
京
都
練
馬
区

〃

渡
辺

芳
子

千
葉
県
船
橋
市
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に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ

り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�

そ
れ
以
前
の
消
印
、

�
�
�
�
�
�

ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
�
�

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

 
!
"
#

電

話

〇
四
六
七

(
七
五)

〇
〇
〇
四

※
前
日
開
催
の

｢

古
事
記
神
話
の
語
り｣

と
併
せ
て
の
申
し

込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。
別
途
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※鑑賞券の転売は固く
禁止致します｡

《返信》

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏
○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇

〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

《往信》

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

相
模
薪
能
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

裏
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当
神
社
で
は
、
先
の
大
戦
に

て
祖
国
の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
恒
久

平
和
を
祈
り
、
終
戦
記
念
日
で

あ
る
八
月
十
五
日
に
毎
年
薪
能

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
古
事
記
編
纂
一
三
〇

〇
年
を
記
念
し
て
、『

古
事
記』

を
出
典
と
す
る
能
二
曲
が
演
じ

ら
れ
ま
す
。

鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
下
記
要

項
を
参
照
頂
き
、
お
申
し
込
み

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

$
%
&
'

◆
能

三み

輪わ

中
森

貫
太
ほ
か

◆
狂
言

苞つ
と

山や
ま

伏ぶ
し

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

小こ

鍛か

治じ

観
世

喜
正
ほ
か

$
(
)
�
'

平
成
二
十
四
年
八
月
十
五
日(

水)

午
後
五
時
半

開
演
予
定

$
*
+
'

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台

▲能 ｢三輪｣

▲狂言 ｢苞
つと

山
やま

伏
ぶし

｣
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本
年
は
日
本
を
語
る
う
え
で

最
も
重
要
と
さ
れ
る
書
物
の
一

つ
で
あ
る

『

古
事
記』

が
編
纂

さ
れ
て
よ
り
一
三
〇
〇
年
を
迎

え
る
年
と
な
り
ま
す
。

当
神
社
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、

来
る
八
月
十
四
日

(

火)

午
後

六
時
半
よ
り
、
�(

仮
称)

神
話

の
語
り
と
雅
楽
の
調
べ
�
を
開

催
致
し
ま
す
。

現
在
の
処
、
第
一
部

神
話

の
語
り
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
平
野
啓
子
氏
に
、
第

二
部

雅
楽
演
奏
は
雅
楽
師
東

儀
秀
樹
氏
に
出
演
し
て
頂
く
予

定
で
す
。

詳
細
は
、
来
月
号
に
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
下
記
要

項
を
参
照
頂
き
お
申
し
込
み
下

さ
い
ま
す
様
、
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

�
�
�
�
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に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ

り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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そ
れ
以
前
の
消
印
、

�
�
�
�
�
�

ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
�
#

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
古
事
記
係

$
%
&
'

電

話

〇
四
六
七

(
七
五)

〇
〇
〇
四

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
� ※鑑賞券の転売は固く

禁止致します｡

《返信》

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏
○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇

〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

《往信》

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

古
事
記
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

裏

��������	
� ������������

������������������������

�� � ������	

“１万円又は５千円券”を
抽選でプレゼント

�� � �
�����
宴席(食事)ご利用の方に限り部屋料を
半額サービスさせて頂きます

��������	
�����

��������

◆衣裳美容体験 10：00～
��������	
�

◆挙式セミナー 11：00～
◆奉告の儀 11：20～

��������	
�
◆模擬挙式 12：00～
◆各種相談コーナー 随時
◆カラーコーディネート 随時
◆人力車乗車体験 随時

☆レストラン ｢青葉｣ での食事券付き！

�	
��
����

７月29日(日) 10:00～17:00
年に２回のビッグイベント！
通常の案内会より内容盛りだくさん ��������	
��
���
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少
年
活
動
だ
よ
り
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四
月
二
十
二
日
、
穏
や
か
な

日
差
し
の
中
ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス

に
て
入
団
式
・
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ

式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
制
服
が
新
調
さ
れ
、

全
員
が
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
む
中
、
二
名
が
入
団
し
四
名

が
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

｢

や
く
そ

く
と
お
き
て｣

を
胸
に
、
先
輩

ス
カ
ウ
ト
と
共
に
元
気
い
っ
ぱ

い
活
動
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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毎
年
三
日
に
行
わ
れ
て
い
る

も
ち
つ
き
大
会
で
す
が
、
本
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
一
日
順
延

し
四
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

四
日
も
生
憎
、
今
に
も
泣
き

出
し
そ
う
な
雲
が
天
を
覆
い
、

全
員
で
�
雨
よ
降
る
な
�
と
祈

り
ま
し
た
が
願
い
は
届
か
ず
、

時
折
大
雨
が
降
る
中
で
の
活
動

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
我
ら
が
ス
カ
ウ
ト
は

キ
ャ
ン
プ
等
で
雨
に
は
慣
れ
っ

こ
で
す
。
場
所
を
素
早
く
移
動

し
た
り
、
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
た

り
と
段
取
り
良
く
行
動
し
、
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
�
備
え
よ
常
に
�

を
実
践
し
、
怪
我
無
く
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

�リーダーが餅つきの手本をみせる�究極の野外料理？

カ
ブ
隊
で
、
五
月
十
三
日
に

究
極
の
野
外
料
理
を
テ
ー
マ
に

平
塚
第
四
・
五
・
六
団
の
ビ
ー

バ
ー
隊

(

低
学
年)

十
名
と
一

緒
に
活
動
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
燻
製
と
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
は
竹
の
棒
に

付
け
て
焼
く
の
に
悪
戦
苦
闘
し

つ
つ
も
、
出
来
上
が
っ
た
時
は

ス
カ
ウ
ト
皆
充
実
感
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
他
団
と
の
交
流
活
動
の

経
験
を
生
か
し
神
Ｓ
大
会
で
は
、

活
躍
出
来
る
事
で
し
ょ
う
。

�平塚のビーバー隊と記念撮影 �ヨーヨーすくい

一
、
兼

題

雨

乞

二
句

(

会
費
千
円
を
添
え
て
投
句
の
こ
と
。)

〆

切

六
月
二
十
日
必
着

(

会
費
の
添
え
て
な
い
場
合
は
受
理
し
ま
せ
ん
。)

宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
〇
六

寒
川
町
宮
山
一
七
一
六－

五

飛
石
靖
利

一
、
大

会

日

時

九
月
二
日(

日)

午
前
十
時
受
付
開
始

場

所

寒
川
神
社
参
集
殿
四
階

(

相
模
線
宮
山
駅
下
車
徒
歩
五
分)

席

題

当
日
発
表

(

投
句
〆
切
十
一
時)

大
会
当
日
の
費
用
は
不
要

一
、
表

彰

菊
花
御
紋
賞
状
の
一
之
宮
賞
以
下
五
十
位
ま
で
賞
品
贈
呈

一
、
選

者

客
選

各
地
区
先
生

謝
選

主
催
者
代
表

お
知
り
合
い
へ
参
加
御
勧
誘
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
催

寒
川
俳
壇

�
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看
護
師

酒
井

倫

看
護
師

山
田

純
也

理
学
療
法
士

相
原

忠
洋

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日

�

�
�






介
護
福
祉
士

山
内

二
郎

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日

�
�
�

�

�
�
�




松
井

友
吉

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
四
年
四
月
三
十
日

�

�
�
�
	




事
務
職
員

中
曽
根
岩
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

最
近
外
来
診
療
で
、
お
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
か
？
と
患
者
様
か
ら
よ
く

質
問
さ
れ
ま
す
。

以
前
は
先
発
医
薬
品
の
特
許

権
が
消
滅
す
る
と
後
発
品
が
ゾ

ロ
ゾ
ロ
出
て
く
る
の
で
後
発
医

薬
品
は

｢

ゾ
ロ｣

｢

ゾ
ロ
品｣

｢

ゾ
ロ
薬｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
昨
今
は
厚
生
労
働
省
主

導
で
国
民
医
療
費
の
抑
制
の
た

め
に
後
発
品
の
普
及
へ
む
け
て

の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
有
効
成
分
の
薬
で
も
後

発
品
は
複
数
存
在
し
、
そ
の
商

品
名
は
会
社
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
医
薬
品
の
有
効
成
分
は

一
般
名

(generic
nam
e
)

で
あ
ら
わ
す
事
が
出
来
る
の
で
、

欧
米
で
は
後
発
品
を
処
方
す
る

の
に
一
般
名
を
用
い
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
た
め
後
発
品
に
対

し
て｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品｣

と
云
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

車
で
例
え
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
は

同
じ
も
の
で
、
ボ
デ
ー
や
タ
イ

ヤ
な
ど
は
各
製
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
ま
た
副
作
用
な
ど
に

関
し
て
も
試
験
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

後
発
品
の
普
及
は
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ

な
ど
先
進
各
国
で
進
ん
で
い
て
、

そ
の
普
及
率
は
ア
メ
リ
カ
71
％
、

カ
ナ
ダ
66
％
、
イ
ギ
リ
ス
65
％
、

ド
イ
ツ
62
％
と
い
ず
れ
も
60
％

を
越
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
日

本
の
普
及
率
は
20
％
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
日
本

で
も
医
療
費
抑
制
の
た
め
厚
生

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
 
!
"
#

���

労
働
省
主
導
で
後
発
医
薬
品
の

普
及
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
薬
の
単
価
は
確
か
に
先
発

品
よ
り
安
く
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、

採
用
さ
れ
て
い
る
商
品
は
各
調

剤
薬
局

(

処
方
箋
を
受
け
付
け

て
い
る
薬
局)

に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
違
う
商
品
が
採
用
さ
れ
て
い

て
そ
れ
ら
の
情
報
は
処
方
す
る

医
師
に
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

医
薬
分
業
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

現
在
の
処
方
箋
は
特
別
の
場
合

を
除
い
て
、
後
発
品
が
あ
る
も

の
に
関
し
て
は
薬
剤
師
さ
ん
と

患
者
様
が
相
談
さ
れ
て
変
更
し

て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
決
ま
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
薬

な
ど
製
薬
会
社
の
特
許
権
が
残
っ

て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
に
関
し
て
は
お
薬
を
調

剤
し
て
も
ら
う

薬
局
の
薬
剤
師

さ
ん
に
よ
く
相

談
し
て
み
て
下

さ
い
。

�
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六
月
二
十
八
日(

木)

午
後
二
時
〜
三
時
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寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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病
院
長

鳴
海

裕
之

'
(
)

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇(

寒
川
病
院)

���
���
���
���
���

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
��
	
�
��
�



�
�


�
�
�
�
	
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"

※
入
苑
券
を
持
参
の
上
ご
来
苑
下
さ
い
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Ｂ
Ｓ
寒
川
第
二
団
に
よ
る
恒
例

の
稲
作
体
験
�
田
植
実
施
�

五
月
二
十
一
日
、
雲
の
切
れ

間
か
ら
僅
か
乍
ら
で
す
が
金
環

日
食
を
観
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
回
、
皆
既
日
食
が
二
十
三

年
後
の
九
月
二
日
に
あ
り
ま
す
。

次
こ
そ
快
晴
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

(

尚)

夏
立
つ
や
糊
の
利
き
た
る
シ
ェ
フ
の
帽

菅
沼

保
幸

母
の
日
や
病
み
ゐ
て
母
を
悲
し
ま
す

露
木
て
る
子

鱗う
ろ

屑く
ず

を
な
が
す
糶せ

り

場ば

や
夏
兆
す

相
原

白
蕗

鯉
の
ぼ
り
大
志
の
風
を
は
ら
み
を
り

飛
石

槿
花

車
椅
子
で
ワ
ル
ツ
手
ほ
ど
き
風
薫
る

四
ッ
車
梢
月

踏
切
の
多
き
単
線
花
う
つ
ぎ

根
岸

君
子

登
り
よ
り
下
り
が
き
つ
し
谷
青
葉

金
子

つ
ぢ

こ
の
家
の
戦
後
見
て
来
し
春
障
子

芹
沢

徳
光

菖
蒲
湯
や
記
憶
の
隅
に
外
湯
あ
り

千
葉

静
香

廃
校
を
今
年
も
知
ら
ず
燕
来
る

菅
沼
う
め
の

鯉
の
ぼ
り
女
系
家
族
を
絶
ち
に
け
り

金
指

月
光

掘
り
た
て
の
筍
生
で
か
じ
り
け
り

岩
田
美
代
子

波
音
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
夏
立
ち
ぬ

松
本
美
智
子

丹
沢
の
勇
姿
か
す
め
り
鯉
の
ぼ
り

関
谷

幸
代

川
上
へ
泳
ぐ
三
千
鯉
の
ぼ
り

原
野

楽
天

鐘
一
打
一
打
に
春
を
惜
し
み
け
り

市
本

益
子

公
園
の
蛇
口
上
向
き
新
樹
光

倉
谷

節
子

父
の
癖
あ
る
田
植
機
を
転
が
し
ぬ

岡
田
風
呂
釜

玄
関
に
靴
が
あ
ふ
れ
て
子
供
の
日

伊
藤

公
一

新
緑
や
大
き
く
見
ゆ
る
宮
の
杜

竹
村
真
砂
美

玄
関
に
燕
の
巣
跡
残
り
け
り

松
村

信
良

甘
き
香
を
風
に
委
ね
て
藤
揺
れ
る

三
輪

恭
子

大
寺
の
障
子
に
揺
ら
ぐ
夏
の
蝶

宮
入

つ
る

兄あ
に

弟
身
長
競
う
松
の
芯

天
沼

子
平

見
る
者
は
吾
一
人
な
り
花
大
根

皆
川
志
ん
ご

中
学
生
の
制
服
姿
に
花
籠
を
胸
に
抱
く
孫
わ
が
背
丈
越
す

亀
山

文
子

思
慮
を
欠
く
言
葉
は
い
つ
か
吾
に
返
る
他ひ

人と

を
語
る
に
誠
込
め
た
し

安
藤

慧

成
人
と
な
り
た
る
孫
の
晴
れ
姿
お
礼
の
言
葉
に
胸
あ
つ
く
な
る

川
島
惠
美
子

｢

明
日
デ
ィ
ー
ケ
ア｣

微
笑
み
て
美
容
院
へ
と
出
掛
け
る
姉
は
九
十
一
歳

�
田
マ
ツ
子

花
柄
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
は
な
園
へ
幼
は
わ
れ
を
招
き
く
れ
た
り

堀
江

照
子

よ
ろ
こ
び
は
幼
の
笑
顔

｢

ば
あ
ば｣

と
無
心
の
眼
が
力
を
呉
れ
る

宇
田
川
時
子

い
た
だ
き
し
桜
の
枝
は
三
部
咲
き
壺
に
生
け
た
る
感
謝
の
気
持

土
屋
ト
ミ
子

う
す
紅
の
桜
と
明
る
き
黄
水
仙
春
真
っ
盛
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

浜
田

寿
子

香
り
乗
せ
れ
ん
ぎ
ょ
う
す
い
せ
ん
春
を
呼
ぶ
小
さ
き
庭
も
色
に
輝
く

山
口

幸
子

枯
芝
を
そ
つ
と
押
し
の
け
雑
草
の
下
萌
え
青
く
春
を
覗
か
す

山
根
喜
美
代

満
開
に
咲
く
笑
顔
の
せ
花
見
船
花
に
は
早
き
隅
田
川
ゆ
く

岡
元

芳
子

献
歌
三
首

(

故

�
田
マ
ツ
子
さ
ん)

縁
あ
る
人
を
葬
ふ
る
日
な
り
と
ふ
旅
に
し
聞
け
ば
直
に
祈
り
ぬ

黄
泉
路
ゆ
く
人
を
思
へ
ば
花
ふ
ぶ
き
魂
を
や
さ
し
く
つ
つ
み
て
あ
れ
な

終
の
日
ま
で
心
を
こ
め
て
短
歌
詠
み
し
�
田
さ
ん
の
御
霊
安
ら
け
く
あ
れ

杉
本

照
世


